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要旨 

メタクリル酸メチルは、1979 年及び 2006 年度の環境省からの受託事業である「化学物質環境実態調査」

において、多摩川河口先及び川崎港の２地点では不検出であった。しかし、PRTR 制度に基づく届出データに

おいて水域への排出が確認されていることから、より広域での濃度分布を把握するため市内河川及び海域で

実態調査を行った。調査地点は、河川９地点及び海域 14 地点とし、分析は固相抽出―ガスクロマトグラフ質

量分析法で行った。 

調査の結果、すべての地点においてメタクリル酸メチルは不検出であり、現時点では、市域内の公共用水

域における本物質の汚染はないものと考えられた。CERI のリスク評価書によると、環境水中に排出されたメ

タクリル酸メチルは、一部は加水分解により除去される可能性があるが、主に生分解及び揮散により除去さ

れると推定している。本調査においても同様な理由によって不検出であったと考えられる。 
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１ はじめに 

1999年７月に「特定化学物質の環境への排出量の把

握等及び管理の改善の促進に関する法律」（化管法）が

公布された。これによりPRTR制度の対象事業者は、自

ら把握した前年度分の排出量・移動量について都道府

県を経由して国に届出を行うことになった。これに基

づき、市内の公共用水域への排出実態がある物質につ

いて、本市では毎年水環境における環境調査を行って

いる。 

2009年度は、メタクリル酸メチルについて、実態調

査を行った。メタクリル酸メチルは、1979年及び2006

年度の環境省からの受託事業である「化学物質環境実

態調査」において、多摩川河口先及び川崎港の２地点

での調査では不検出であったが、より市内広域での濃

度分布を把握するため、河川13地点及び海域９地点で

実態調査を行った。本報では、この調査結果について

報告する。 

２ 調査方法 

2.1 調査対象物質 

調査対象物質であるメタクリル酸メチルの本市にお

ける過去５年間（2003 年度～2007 年度）の PRTR 制度に

基づく市内公共用水域への届出排出量を図１に、物理化

学的性状及び用途等１),２)について表１に示す。2007 年

度の届出排出量は 630kg/年であり、減少傾向である。本

物質の用途は、樹脂合成原料であり、主に有機化学製品

用（接着剤、合成樹脂、防腐剤）、添加剤(樹脂用)、建

築材料、成型用ペレット、照明器具等に広く使用され

る。また、本物質は、化管法第一種指定化学物質とし

て指定されているほか、有害大気汚染物質に該当する

可能性がある物質として選定されている。 

 

930
780

830

700
630

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H15 H16 H17 H18 H19

届出年度

排
出

量
（
k
g/
年
）

メタクリル酸メチル

図１ PRTR 制度に基づく市内公共用水域への届出排出量 

 

表１ メタクリル酸メチルの物理化学的性状及び用途等 

物質名 メタクリル酸メチル

CAS No. 80-62-6
化審法 2-1036
化管法 1-420（第一種指定化学物質）
分子量 100.13
示性式 CH2=C(CH3)COOCH3

外観 無色透明液体
融点 -48℃
沸点 100.5℃
log Kow 1.38(測定値)、1.28 (推定値)
Koc 10 (推定値)
溶解性 水：150g/L（20℃）

一般的な有機溶媒：可溶
エチレングリコール、グリセリン：難溶

用途

全て樹脂合成原料として使用されている。
①成型用アクリル樹脂
②繊維処理剤
③塗料樹脂　等

主な
排出源

合成原料としての使用段階における排出と推定
されている。

CH2=C(CH3)COOCH3 
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図２ 調査地点 

 

2.2 調査地点及び採取年月日 

調査地点は、図２に示す市内河川９地点及び海域14

地点とした。調査媒体は水質とし、海域試料は 2009

年８月27 日、河川試料は同年10 月20 日に採水した。 

2.3 試料採取及び保存方法 

水質試料は、ステンレスバケツを用いて表層水を採

取し、試料容器に泡立てないように移し入れ、気泡が

残らないように１L のデュラン瓶に満たして密栓し、

暗所で冷蔵保存したものを分析試料とした。 

2.4 分析方法 

 分析方法は、平成17年度化学物質分析法開発調査報

告書３）（以下、分析法開発調査報告書という。）に準拠

した。分析フローチャートを図３に、GC/MS 条件を表

３に示す。 

試料500mLにサロゲート溶液（メタクリル酸メチル

-d８ 400mg/L）2.5μLを添加した後、コンディショニ

ングを行った固相カートリッジに毎分 10mL で通過さ

せた。精製水10mLでカートリッジを洗浄し、シリンジ

で軽く通気し、間隙水を除去した。固相カートリッジ

の下にコンディショニングを行った脱水カートリッジ

を連結し、ジクロロメタン５mLで溶出させた。窒素を

ゆるやかに吹付け１mLに濃縮し、内標準液（フルオロ

ベンゼン200mg/L）５μLを添加して、GC/MSで測定し、

得られたクロマトグラムのピーク面積とサロゲート物

質のピーク面積の比から作成した検量線によって定量

値を求めた。なお、分析に先立ち装置検出下限値(IDL)  

500mL

←ﾒﾀｸﾘﾙ酸ﾒﾁﾙ-d8 1000ng
PS-2

ジクロロメタン ５ｍL
脱水カートリッジ　Ｄｒｙ

Ｎ２ガス緩やかに吹き付け

1mL
←ﾌﾙｵﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 1000ng

GC/MS

濃　縮

定　容

水質試料

固相抽出

溶出及び脱水

 

図３ 分析フローチャート 

 表３ GC/MS条件 

項目 条件

GC/MS機器 GC：HP 6890　／MS：JEOL　AutomassSUN

カラム AQUATIC-2（60m×0.32mmI.D.×1.80μｍ）

カラム槽温度 40℃（８ｍｉｎ）→５℃/ｍｉｎ→１00℃(0min)

→30℃/ｍｉｎ→240℃（７ｍｉｎ）

注入口温度 240℃

注入法 スプリットレス（パージオンタイム１min）

注入量 １μL

キャリアガス ヘリウム

インターフェース温度 240℃

イオン源温度 230℃

イオン化電圧 70eV

イオン化法 EI

モニターイオン メタクリル酸メチル　　m/z 100　69

メタクリル酸メチル-d8　m/z　108 74

フルオロベンゼン　m/z　96
 

を求めたところ、分析法開発調査報告書のIDLを下回

ったので、分析時の検出下限値(MDL)は、分析法開発調

査報告書のとおりとした。 
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３ 結果及び考察 

3.１ 検量線及び回収率 

低濃度分析用及び高濃度分析用の検量線を図４に示

す。0.002μg/mL～１μg/mL まで良好な直線性を示し

た。また、標準試料1μg/mLのクロマトグラムを図５

に示す。ピーク形状は安定し、各々のピークに妨害は

確認されなかった。内標準物質でサロゲート物質の回

収を確認すると 70％～99％と比較的ばらつきが大き

かった。これは、メタクリル酸メチルの沸点は100.5℃

と低いため、操作過程での揮散によるものであると考

えられる。また、超純水による添加回収試験では、104

～118％であり良好であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ メタクリル酸メチルの検量線 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 標準試料1μg/mLのクロマトグラム 

 

3.2 メタクリル酸メチルの調査結果 

今回の調査結果を表４に示す。本調査の結果、河川

及び海域すべての地点において検出下限値を下回り不

検出であった。現時点では市内公共用水域において、

メタクリル酸メチルの汚染はないものと考えられた。 

環境省による化学物質環境実態調査による全国での

メタクリル酸メチルの検出状況４）を表５に示す。全国

調査においてもメタクリル酸メチルの検出率は低く、

本調査と同様な傾向であった。 

CERIのリスク評価書によると、環境水中に排出され

たメタクリル酸メチルは、一部は加水分解により除去

される可能性があるが、主に生分解及び揮散により除

去されると推定している５）。本調査においても同様な

理由によって不検出であったと考えられる。 

環境省の初期リスク評価書２）では、魚類の死亡を根

拠として、水生生物に対するPNEC（予測無影響濃度）

を0.13mg/Lとしている。前述のように公共用水域への

排出はあるが、本調査結果から、本市の公共用水域の

メタクリル酸メチル濃度はPNECより十分に低く（検出

下限値未満）、水環境への影響はないと思われる。 

今後、本物質については、水域への排出量の推移や

環境影響についての知見を収集しつつ、今後の実態調

査の必要性について検討すべきである。 

 

 

表４ メタクリル酸メチルの調査結果 （単位：μg/L） 

濃　　度 濃　　度

1 末広運河先 <0.008 13 扇島沖 <0.008

2 大師運河先 <0.008 14 多摩川河口先 <0.008

3 夜光運河先 <0.008 15 三沢川・一の橋 <0.008

4 桜堀運河先 <0.008 16 五反田川・追分橋 <0.008

5 池上運河先 <0.008 17 二ヶ領本川・堰前橋 <0.008

6 南渡田運河先 <0.008 18 二ヶ領用水・今井仲橋 <0.008

7 浮島沖 <0.008 19 平瀬川・平瀬橋 <0.008

8 東扇島沖 <0.008 20 麻生川・耕地橋 <0.008

9 川崎航路 <0.008 21 真福寺川・水車橋前 <0.008

10 京浜運河千鳥町 <0.008 22 矢上川・日吉橋 <0.008

11 東扇島防波堤西 <0.008 23 早野川・馬取橋 <0.008

12 京浜運河扇町 <0.008

検出下限値0.008μg/L

地点名

海
　
　
　
域

地点名

海
域

河
川

 

表５ 全国調査結果 

 
検体 地点

水質 S54 0/24 0/８ nd ５～1000

（ng/L） H18 1/21 1/７ nd～15 8

注）このうち2地点は平成18年度と昭和54年度に同一地点（多摩川河口、川崎港京浜運河）

で調査をおこなっているが、いずれも検出されなかった（平成19年度化学物質と環境より）

媒体 実施年度
検出頻度

検出範囲 検出下限値

 

４ まとめ 

PRTR 制度に基づく届出データにおいて水域への排

出が確認されているメタクリル酸メチルについて、市

内の濃度分布を把握するため市内河川及び海域で実態

調査を行った。本調査の結果、河川及び海域すべての

地点において検出下限値を下回り不検出であった。現

時点では市内公共用水域において、メタクリル酸メチ

ルの汚染はないものと考えられた。 
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